
個 人 質 問 議会事務局 

処 理 欄  

令和４年８月１５日  １６時０８分  受付 

質 問 順 位   第 ７ 番 

武豊町議会議長 石原 壽朗 殿 

武豊町議会議員  南 賢治 

一 般 質 問 の 通 告 に つ い て 

令和４年第３回武豊町議会定例会において、次のように質問したいから通告します。 

質 問 事 項 質問の要旨(具体的にご記入願います) 

1.学校の部活動の

地域移行について 

【趣旨説明】 

文科省は学校の働き方改革を踏まえた部活動改革において、意義と課題を指摘し

ている。 

また、持続可能な部活動と教員の負担軽減の両方を実現出来る改革の方向性とし

て、部活動は必ずしも教員が担う必要のない業務であることを踏まえ、部活動改革の

第一歩として休日に教科指導を行わないことと同様に、令和５年以降段階的に教員

が部活動の指導に携わる必要のない環境を構築するとしている。 

なお、部活動の指導を希望する教員においては引き続き休日指導を行うことがで

きる仕組みも構築するとしている。 

このため、生徒の部活機会を確保するためには、休日における地域スポーツならび

に文化活動を実施できる環境を整備する必要があるとなっている。 

そこで、本町の地域スポーツおよび文化活動の環境はというと、ゆめふるスポーツ

クラブを中心に、スポーツ協会、スポーツ推進委員、有志の方々のご協力により地域ス

ポーツが行われている。また、文化的活動については、ＮＰＯたけとよ文化サ－クル

等で様々な教室が開催されており、同時にサークル活動として有志が集まり様々な取組

を行っている団体があるのが現状である。 

今回の質問は、学校の部活動の地域移行についてで、中学生の部活動にとってはと

ても大きな変革である。令和５年度以降段階的に実施していく方向性が文科省より

示されているが、主役である生徒ならびに保護者にとってより良い改革となるよう

願っている。そこで、本町における現時点での方向性と課題についてお伺いしたく以

下質問します。 

 

【質問事項】 

① 文科省では、部活動の指導経験のない教員の多大な負担と、生徒にとっての望ま

しい指導が受けられない課題を明記されているが、本町の場合はどうか。 

② 学校での部活動を指導していただいている教員の、部活動に対する考え方の調査

が必要と考えるがどうか。 

③ 主役である生徒や、その保護者からの意見の調査が必要と考えるがどうか。 

④ 部活動を、学校単位から地域単位へ移行する取り組みが必要といわれているが、

本町ではどのような形態を想定しているのか。 

⑤ 本町においては、どのような考えをもって、令和５年から段階的に休日の部活動

を地域移行してくのか。 

 

 


